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令和４年度 学力向上を図るための全体計画 

学校名 墨田区立曳舟小学校 

校長名 吉岡 大司 

１ 本校の学力に関する状況 

（１）墨田区学習状況調査結果から（平均正答率は、別表参照） 

成  果 課  題 

・３年連続して区平均を全ての観点で上回り、

全国平均も、全６９観点が上回った。これは、

教師の授業改善への取組やＣＤ層への放課後

補習教室、令和元年、２年の学力向上マネジメ

ント推進校としての取組（宿題の質の向上）の

成果が継続してあり、向上の要因でもある。 

・Ｅ層が全校で１人である。 

・２年から４年のＣＤ層の平均割合は１割弱で

ある。５・６年生は、２割弱である。これは、

本校のＡＢ層の増加の原因となっている。 

・どの教科も経年比で前学年から向上している。 

・算数は、低学年から徹底した基礎学力の反復

練習や習熟度別少人数授業の効果があり、ど

の学年の観点も全国平均や墨田区平均を大幅

に上回っている。 

・４・５年生の理科における知識・技能の観点が

本校の前年度や全国平均を２０以上も向上し

たのは、学習教材「問題ベース」を活用して、

反復練習したり、単元を通して系統的・関連的

な理解させたりした結果である。継続して取

り組める環境を整備することが課題である。 

・算数は、どの学年の観点も全国平均を上回っ

た。今後も、ＣＤ層へのふりかえりシート等を

活用した個に応じた学力の定着や低学年から

の毎時間の１００問計算や応用問題の繰り返

し練習を行うことで、基礎学力の定着を図る。 

・学力向上委員会を中心に、「組織的な取組」と

「継続」「徹底」のキーワードを基本に推進す

る。 

（２）意識調査結果から 

成  果 課  題 

・「好きな教科や授業がありますか」の設問の経

年比較が２年から５年生は、肯定率が、全国平

均を上回り、９３％以上である。学年が進級す

る度に上昇傾向がみられるが、特に、中学年が

９５％以上もあり、顕著に、平均値が向上した

一因となっている。 

・「家で予習や復習はしますか」の設問に、どの

学年も肯定率が、全国平均を上回った。また、

どの学年も経年比較から前年度同様の％を維

持しているのは成果である。 

・３・４年生の「好きな教科や授業があります

か」の設問で全国平均を上回り、９７％以上だ

った。教師の授業改善が定着させ、さらに、つ

まずきのある児童の基礎学力の定着を図るこ

とで、好きな教科を増やす必要性がある。 

・「家で予習や復習はしますか」の設問で２年生

が９０．６％と全国平均より１０％以上高い

数値である。これは保護者の力によるものと

考えられる。どの学年も肯定率が全国平均を

大幅に上回っているが、５年生以上になると、

４０％台前後に落ち込む。５生からの家庭学

習の定着が学力向上のポイントと考える。家

庭学習の定着や宿題の質の向上を推進する。 

（３）墨田区学習状況調査や意識調査以外から明らかになっている学習に関する状況 

成  果 課  題 

・東京ベーシックドリル診断シートの６年間の

経年比較によると、各学年が毎年、正答率が向

上している。２年生～６年生は、現在７３％以

上、満点割合は３６～４２％である。 

・令和４年度「全国学力・学習状況調査」国語算

数において全国平均正答率を１０％弱上回っ

た。令和元年度の「全国学力・学習状況調査」

全国平均正答率との経年比でも１１％向上し

ている 

・東京ベーシックドリル診断シートの正答率が

４年生で低い傾向がみられる。数学的な考え

方を問う問題や知識理解に課題がみられるこ

とが原因と考えられる。診断シートをきちん

と振り返り、繰り返し練習問題に取り組む。 

・正答数が９～１１問の児童が半数である。Ａ

層が大きく伸び、Ｃ層が減少した結果である。

今後ＣＤ層の底上げが課題である。 
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２ 本年度の学力向上に関する主な取組 

「組織的な取組」と「継続」と「徹底」をコンセプトに取り組む。 

１ まずは、生活・学習の基盤づくり（学校経営方針抜粋） 

  ※生活・学習基盤がしっかりできていることが、学力向上の土台となります。 

   このことは、高学年から身に付けさせるのでなく、入学したその日から継続指導する。 

（１）学級経営の充実 

（２）授業規律・学習ルールの徹底 

（３）教育環境の整備 

（４）特別な支援が必要な児童への配慮 

（５）曳舟スタンダードの徹底 

（６）身辺自立と規則正しい生活の確立 

（７）規範意識の醸成 

 

２ 教師の授業力育成や授業改善の推進 
★ 具体的な授業改善 

（１）授業の準備として教材研究をしっかりする。  

（２）授業のはじめに、本時の「めあて」を板書する。 

＊課題を把握などの「考える」時間の確保。 

＊前時の復習や既習事項の確実な実行。 

   ＊日付や教科書ページ等も板書する。（丁寧なノート指導の強化）      

（３）授業の展開（学習方法の工夫） 

＊自力解決（自分なりの考えで解決をさせる。子どもが考える解決方法を予想させる。）  

   ＊学び合い（ペアーワークやグループ学習等の導入） 

（４）まとめの時間の確保 

＊授業の中間、２２分３０秒を意識した授業計画をすることでまとめを確実に実施する。 

（５）授業の始まりと終わりの時間を守り、１単位時間４５分の学習時間の確保。 

（６）課題解決型の授業を実践し、自力解決する時間と学びあいの時間を確保した「主体的・ 

対話的な深い学び」の実現に向けた授業を展開。 

（７）少人数習熟度別指導などを活用（多様な授業形態やＩＣＴ活用） 

★ 理科の学力向上 

（１）理科における具体的な授業改善(スタイル)を徹底することで基礎学力の定着が期待で    

できる。特に、理科の特徴的な指導法を研修会等で実施する。 

  （２）単元終了後に、学びを振り返る総復習を実施。特に、振り返りシートを活用する。 

  （３）実験から得た結果を論理的・科学的にまとめるためのワークシート等を工夫する。 
 

３ 校内研究を活用した取組 
本校は、令和元年・２年度学力向上のためのマネジメント推進校「授業内容に合った課題の 

 出し方について」研究してきた。その取組を令和３年度にも継続し、校内研究会を｢算数科｣に 

位置付け、授業内容の工夫やＩＣＴの活用、毎日や長期休業中の宿題や課題等の内容を検証、 

工夫を図った。令和４年度は、「国語科」の読むことを通して、読解力向上に取り組み、実践、 

検証することで、児童の読む解く能力の向上や定着を目指すとともに、教師の授業改善の推進 

となるよう実践する。 

（１）オンライン授業の学習教材開発と宿題等の出し方について検証し、実施。 

（２）授業のねらいを明確化し、そのねらいが定着しているかが分かる宿題等の検証。 

（３）授業内容にあった宿題や課題を検証し、実施。 

（４）ＩＣＴを活用した宿題開発 

（５）低・中・高学年に、研究授業を実施し、検証。 

（６）令和４年度区学力調査を２月から３月に活用し、春期休業中の宿題としても活用。         



 

４ 学力向上委員会の組織の活性化と充実した取組 

★つまずきのある（Ｃ層、Ｄ層）児童への取組強化 

（１）振り返り強化期間の設定（全学年実施） 

※「ふりかえりシート」や「東京ベーシックドリル」「ミライシード」等活用する。 

Ⅰ期（５月）・・・・・・・・・・本校のみ 

Ⅱ期 ９月２日～１０月７日 

Ⅲ期（１１月）・・・・・・・・・本校のみ 

Ⅳ期 １月１１日～４月まで 

（２）学力向上委員会が中心となり毎週、月：５年生、水：４年生、木：６年生、金：３年 

生を対象に学力補習教室を実施。長期休業中の補習教室の企画・運営を提案する。 

特に、夏休み補習教室は、全学年で実施する。 

（３）令和５年１月から３月までに、当該学年の振り返りを実施（全学年実施） 

ＳＳＳが長期休業中にふりかえりシートや学力調査の問題を印刷するなどして準備。 

（４）算数プリントや振り返りシート等を活用し、以下の事項の共通認識を図る。 

各学年修了時までに身に付けさせたい内容 

１学年  １０の合成、ひらがな、カタカナ、繰り上がり足し算、繰り下がり引き算 

２学年  かけ算九九 

３学年  わり算、ローマ字 

４学年  ４７都道府県、東京２３区 

５学年  小数四則計算 

６学年  分数四則計算 

（５）学習教材「問題データベース」（理・社）の活用と定着 

   ３～６年生は、朝学習や宿題、授業で活用する。 

（６）５年生へ新聞教材「よむＹＯＭＵワークシート」の活用と検証の予定 

  （７）令和３年度東京ベーシック診断Ａ（７月）、令和３年度東京ベーシック診断Ｂ（１２

月）、令和４年度東京ベーシック診断Ａ（３月）、を実施する。 

 

５ 近隣の大学の iＵや千葉大学との連携を強化して、学力向上を目指す。  
「未来のかたち」「コロナ収束後の道しるべ」となるＳＤＧｓへの取組を千葉大学との連携を   

模索し、強化することで、ＳＤＧｓへの取組の充実を図る。 

昨年度からの iＵとの連携成果は、継続し、プログラミング教育の一層の充実を図る。 

特に、コンピュータの基本的操作を習得するための学習活動やプログラミング体験を通じ 

て、コンピュータ処理を行うために必要な論理的思考を１年生から６年生の発達の段階に合わ  

せながら、各学年で取り組む。そして、ギガ構想の取組として、児童ひとり一人に貸与される  

タブレット端末の活用を通して､基礎学力の定着を図る。 

 

３ 「令和４年度 墨田区学習状況調査」における目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）令和４年度区学力調査を１月に実施する。その際、次年度の学年問題を実施することで、基

礎学力の定着度を図るとともに、どの学年も全国値より、５％以上まで引き上げる。 

（２）授業改善の取組効果として、教科の特性を踏まえて、全教員の授業スタイルが、 

「めあて」の提示→「授業展開（自力解決と学び合いの授業形態の導入等）」→まとめ 

とする。 

（３）校内研究主題である「主体的に学び、交流を通して、考えを深めることのできる児童の育成」 

   を実現し、どの学年も、基礎学力の定着と「考える」設問の正答率を令和２年度より、１％ 

以上向上させる。 

 


